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逢う謄療内と主墨痕tをきたした若年者の髄膜腫のi例

横鉦叡3%:ダ-帝登机 遷 都 姦荒鮒 )伊藤 寿介

近藤ま鰭 濃腐濃葬祭学湧

離 喜憲夫曲… 宗旨転脳神慮 科 譲

禰 均 を実験晶 潤 う

髄膜瞳かじ潤潜血はまれとされているが予頻度の少な

い凄㌍巨露の髄膜腫で終癒内鮎亀をきたLtJ"症例を経験L
..'∴､'三骨∴十 .(1十 ＼侶巨:卜∴号･⊥∴∴-L.ミ訂r;㍉黒血,'Lf:伴

い緩慢な発膏をするe離r組-級貰主汲豆の陸揚が考えられた

那,脳痕も管造影では血管璃生,榛東渡染像など髄膜腫を

示唆する所見を欠も､たため術前診断に苦療Lた｡組織所

鬼ではF繭C3bi訊離豆Cも紺野の髄膜腫であ畑 瞳癌細胞の

閑に出血が認められた.壊死と壁の肥厚Lrた静脈様の血

管の餐族級が品に｡れたがやこれらの部分闘志出血はみら

れず乍駁織所見から潜血の畷鏑を推定することは困幣で

2)側頭骨内顔面神経鞘膝の且例

憲貿荒をノ惹 漂裟意若菜 を賢察姦買掛 )

今回我射ま滴u頭矧♪類顔面神経締経の且例を経験Lたで

だ丁画像所見を車に濯U緒常をするや

症例二瑚歳 男後 室訴:右難聴乍右聯島右顔蘭神経

麻輝 現病歴:且9開年頃より右琴芸格出現¢臓等望年頃か

p汲micumも破壊されている官手術所見:顔面神経から

畑十㌧汗.至上.朝ji十･･晶､晶 T･し小､ヾ六.I.Hl-li-二川iH･;l＼･ilト

=;tHh)111こl【山･l川l:I.･･-!T..Tt誹～r_､二.･:畑再車用一冊上 し1'r

所見は錘体骨の破壊を伴う賭場性病変であをプ腫脇と錘体

骨破壊m観閲が明瞭;,こ音だ擾できることから術前検査とし

て凝効であると考えだ>れる

3)㌣顎骨をこ党督した神経鞘腫Uj通例
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:;Ir..〓｢-;.今日乳 私達は93確才男性の下顎骨に党暫Lた神経鞘腫

を経験したので報告するゆ

初診時のパノラマX線写薬において下顎骨正中部をこ境

界明瞭な骨透過像が見られた書単純亨造影 Uy検度を

施行すると下顎前歯部をこ骨欠損が認められ,内部は不均

り頬側-の骨膨隆が認められたセ生検時の病理巌織像か

ら神経性疾患の可能性が示唆ざれたので,丙度ClT検

査をした☆この際†㌣顎管と郡音線部の病厳との関係を明

Lb)かをこするため 挽B昔日こ対し∠頚5度の角度をつけて撮影
Lたaこれ紅より下顎管は自71万で拡大しており変紅絹療

都の病巣と連続む/ている事が認めだ>れた｡最上より私達

は,下顎骨中心性の良性神経挽臆脇と診断しffJ

今【5-W)症例をこ対し9CWは病巣m進展範mチ内部性状9
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懇願 進張 緒 鰯 院∋

伊藤 - 軽震霧 _ti摘 科∋

昭和57年5月より63年8月までに経験した鮒歳最上の

脳内出血 は且例)をこついて臨床曲放射線学的に,50歳代

(3且例)と対比検討した.

いずれの年代でも視床命被患部の真玉激が大部分を長め

たが,醐歳代では圧倒的をこ激が多く拍6!/望招き50歳代で

は男が多かつたく瓢,/語最上

致命率は8窃代のほうが高く(太出血が多い主税族称

被殻部の出血をこ限ると,鮒凝代では写更をこ高かった博/

息張)ぬまた視床稔被患部の出激は非常をこⅥかきなものから)

漉蛙WIiまでみ6--3れ学殖に80歳尊宅に絡教的なにT所見は
十･ノ･.十.

皮質~Fu摘iは竣例をこ兇UI藩′たが､息例は動脈痛をこよる

ものと考えられた平髄の3例は前頭葉 用例)予後頭葉

iIl･r;ul･二手 ,Jp_･醐歳†し'､宣告上里JIIL∴三'､.･＼=小一itl

毘畷主監)四挽恕蛎 も原銅とLて考える必賓があることを述べ
;)-_I


